
日
本
列
島
を
取
り
囲
む
海
岸
の

長
さ
は
、
約
三
万
五
千
誅
誡
。
一

人
当
た
り
で
計
算
す
る
と
米
国
や

仏
国
の
約
四
倍
近
い
海
岸
を
所
有

し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
ビ
ー
チ

文
化
振
興
協
会
会
長
の
大

村
哲
夫
氏
は
海
辺
か
ら
日

本
の
文
化
を
活
性
化
し
て

い
き
た
い
と
話
す
。

「
恵
ま
れ
た
環
境
を
生

か
し
、
も
っ
と
日
本
の
海

辺
を
魅
力
あ
ふ
れ
る
ス
ポ

ッ
ト
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
―
―
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
日
本
ビ
ー
チ

文
化
振
興
協
会
は
、
海
辺
文
化
の

振
興
・
発
展
を
目
的
に
二
〇
〇
四

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の

海
は
、
夏
場
の
海
水
浴
以
外
は
閑

散
と
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。

海
外
で
は
季
節
に
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
人
が
海
辺
に
集
い
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
日
光
浴
、
読
書
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
」

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
島
国
の
日

本
に
と
っ
て
海
辺
は
重
要
な
場
所

だ
っ
た
と
主
張
す
る
。

「
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、

海
外
と
の
文
化
交
流
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
海
辺
か
ら
で
す
。

ま
た
、
白
砂
青
松
に
代
表
さ

れ
る
日
本
の
海
辺
の
原
風
景

は
、
日
本
人
の
文
化
や
風
土

を
は
ぐ
く
む
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
」

「
日
本
の
新
た
な
海
辺
文

化
を
築
い
て
い
く
た
め
、
当
協
会

は
今
後
も
『
地
域
活
性
化
』『
観
光

交
流
』『
青
少
年
育
成
』
を
踏
ま

え
た
活
動
を
多
彩
に
展
開
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

今
年
四
月
に
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
連
盟
会
長
に
就
任
し
た
川
合
俊

一
氏
は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選
手
の

強
化
と
環
境
問
題
は
一
体
化
し
た

テ
ー
マ
だ
と
主
張
す
る
。

「
一
九
九
六
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ

大
会
か
ら
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
が
五
輪

の
正
式
種
目
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
の
選
手
登
録
数
は
八
百
人
程

度
。
世
界
的
に
は
最
も
人
気
の
あ

る
競
技
の
一
つ
だ
け
に
、
今
後
選

手
層
の
拡
大
や
指
導
陣
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
一
方
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
な
ど
で

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

あ
る
砂
浜
が
浸
食
さ
れ
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
深
刻
な
問
題

で
す
。
い
く
ら
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を

普
及
し
選
手
層
を
厚
く
し
よ
う
と

し
て
も
砂
浜
が
な
け
れ
ば
コ
ー
ト

が
取
れ
な
い
の
で
す
か
ら
。
今
、

私
は
国
や
全
国
の
自
治
体
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
、
砂
浜
の
減
少

を
抑
え
る
と
と
も
に
、
常
設
コ
ー

ト
の
設
置
を
増
や
す
こ
と
に
全
力

を
あ
げ
て
い
ま
す
」

そ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、

現
在
全
国
で
約
六
十
カ
所
に
常
設

コ
ー
ト
が
で
き
た
。
神
奈
川
県
平

塚
市
で
は
市
が
十
六
面
の
常
設
コ

ー
ト
や
関
連
施
設
を
設
置
、
一
年

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ー
チ
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、

温
暖
化
の
影
響
を
受
け
る
ゴ
ル
フ

や
ス
キ
ー
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
と
の
連
携
も
図

り
な
が
ら
、
環
境
問
題
へ
の
意
識

を
高
め
る
活
動
も
展
開
し
て
い
ま

す
」日

本
ビ
ー
チ
文
化
振
興
協
会
と

の
協
力
体
制
も
万
全
だ
。
川
合
氏

と
瀬
戸
山
理
事
長
と
は
か
つ
て
の

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
。

「
向
か
っ
て
い
る
方
向
は
同
じ
な
の

で
、『
ビ
ー
チ
ラ
イ
フ
』
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に
協
力
し
、

環
境
保
護
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
普

及
に
も
貢
献
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

広

告

企
画
・
制
作
＝

日
本
経
済
新
聞
社
広
告
局

特定非営利活動法人 日本ビーチ文化振興協会 蕁03-5611-7658

今年の「ビーチライフ in  お台場」
のイベントに、ビーチ相撲が新たな項目

として加わった。これは、裸足（はだし）に
なって日本の伝統文化である相撲を体験することで、①砂浜
の感触や温かさを感じ、自然の大切さを学ぶ ②健全な遊びの
中から人間社会の仕組みを学ぶ③健康な体をつくる大切さを
学ぶ ④裸足で砂の上を歩き、ストレスフリーな心を育てる大
切さを学ぶ――などを主な目的としている。
当日はゲストに（株）玉海力 代表取締役の玉海力さんや元
力士の大至さんが登場。本物の力士に向かって子どもたちも
体当たりにチャレンジする。「国技館の初場所で使った俵をビーチに埋めて土俵を
つくります。思いきり相手にぶつかっていく中で、コミュニケーションをとり、親
子でも気軽にビーチ相撲を体験できるようにしていきたいです」（玉海力さん）

裸足の文化を推進

春
夏
秋
冬
を
通
し
た
海
辺
の
活
性
化
を
目
的
に
日
本
ビ
ー
チ
文
化
振
興
協
会
は
海
辺
イ
ベ
ン
ト
や

環
境
保
全
な
ど
の
諸
活
動
を
促
進
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
最
終
日
と
な
る
六
日
に
は
全

国
縦
断
海
辺
活
用
推
進
フ
ェ
ス
タ
「
第
二
回
ビ
ー
チ
ラ
イ
フ
ｉ
ｎ
お
台
場
」
を
開
催
。
ア
ス
リ
ー
ト

と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
に
海
辺
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
。
ま
た
、

海
岸
の
清
掃
活
動
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
る
。

日
本
ビ
ー
チ
文
化
振
興
協
会

で
は
五
年
前
よ
り
ビ
ー
チ
ス
ポ

ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
台
場
で

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か

ら
ビ
ー
チ
ラ
イ
フ
と
名
称
を
変

更
し
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く

ビ
ー
チ
の
過
ご
し
方
と
い
っ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
愛
知
県
知

多
市
の
新
舞
子
を
皮
切
り
に
、

全
国
五
会
場
で
第
二
回
ビ
ー
チ

ラ
イ
フ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

今
年
の
目
玉
と
な
る
の
は
ビ

ー
チ
相
撲
で
す
。
主
に
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
簡
単
な
帯
を
つ

け
て
競
技
を
し
た
り
、
相
撲
界

の
方
々
に
協
力
い
た
だ
い
て
教

室
を
開
い
た
り
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
描

い
た
漫
画
「
ビ
ー
チ
ス

タ
ー
ズ
」
が
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
が
、
漫
画

を
発
行
し
て
い
る
小
学

館
か
ら
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
多
彩
な
本
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
光

浴
を
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と

「
ビ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を

満
喫
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
う
し
た
ビ
ー
チ
活
性
化
の

取
り
組
み
が
徐
々
に
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
お
台
場
の
小
学

校
で
は
学
校
を
あ
げ
て
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
ま
た
児
童
館
で
は
、
お

台
場
の
ビ
ー
チ
を
使
っ
て
運
動

会
を
開
催
し
た
い
と
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
港
区

の
体
育
指
導
員
を
対
象
に
し
た

教
室
が
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ
る
な

ど
、
ビ
ー
チ
利
用
の
小
さ
な
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
も
っ
と
大
き
な
波

を
起
こ
せ
る
よ
う
さ
ら
に
活
動

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

日本ビーチ文化振興協会理事長

瀬戸山 正二氏

日本ビーチ文化振興協会会長

大村 哲夫氏

日本ビーチバレー連盟会長

川合 俊一氏

玉海力氏

ビーチ活性化の取り組み、徐々に成果

現役時代に世界を転戦し、心
に残っているのはブラジルのビ
ーチです。ビーチ周辺の道路に
は売店が充実し、景色を楽しみ
ながらビールを飲んでいる人が
いるなど人々が集まりやすい環
境が整っています。海外のビー
チを参考にしながら日本のビー
チのあり方をもっと追求してい
きたい。砂浜で裸足になるだけ
でも心が開放される感覚を多く
の人に感じてもらいたいです。

日本ビーチ文化振興協会
常任理事

徳野 涼子氏

シドニーオリンピックのと
きに監督のもとで5カ月ほど
ブラジルに滞在しました。ブ
ラジルでは、ビーチの一角に
小さなアスレチックが設けて
あり、子どもが遊ぶ横のカフ
ェでお母さんもリラックスし
ながら子どもたちを見守って
いました。砂の上だとけがも
少ないので、日本のビーチに
も子どもたちの遊び場が充実
すればと思います。

日本ビーチ文化振興協会
理事

佐伯 美香氏

インドアバレーからビーチバ
レーに転身して５年がたちまし
た。空や空気、砂などを直接体
に感じてプレーする中で、自然
と共に生活できることがいかに
豊かな時間なのかを実感しま
す。港にしても日本は産業重視
で整備されてきました。しかし、
いまはもっと生活に溶け込むよ
うな海辺づくりが望まれてお
り、寒い季節のビーチの利用も
提案できればと思います。

日本ビーチ文化振興協会
理事

朝日健太郎氏

海の近くに住んでいるので、
週の半分以上はビーチで過ごし
ます。毎日表情の異なる海を見て
いるだけでもリフレッシュでき
るので、自然の偉大さを感じてい
ます。今回、ビーチライフのイベ
ントではビーチフラッグスを行
います。誰でも裸足で安全に遊べ
る海岸づくりを目指して、朝夕
に海岸に落ちているゴミを拾う
など、ライフセ－バーとしての役
割も充実させていきたいです。

日本ビーチ文化振興協会
理事

遊佐 雅美氏

に　ぎ

（株）玉海力代表取締役


